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平成 27年度に萩市が実施したさまざまな事業のうち、
３月までに完了した主な事業を紹介します。平成27年度に完了した主な事業 ２

　
◆
福
栄
小
学
校

　

紫
福
小
学
校
と
福
川
小
学
校
を
統
合
、

福
栄
中
学
校
の
敷
地
内
に
小
中
併
設
に
よ

る
「
福
栄
小
学
校
」を
開
校
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
８
カ
所
の
あ
る
小
中
併
設
校
の

中
、今
年
度
か
ら
「
福
栄
小
学
校
・
福
栄
中

学
校
」で
、萩
市
で
初
め
て
の
小
中
一
貫
教

育
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
す
。

【
整
備
内
容
】小
学
校
普
通
教
室
棟
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て 

６
３
６
㎡
）

増
築
、中
学
校
既
存
校
舎
改
修
ほ
か

【
事
業
期
間
】平
成
26
〜
27
年
度

【
総
事
業
費
】２
億
２
０
６
６
万
円
（
う
ち

国
庫
補
助
８
３
５
８
万
円
）

◆
明
木
小
学
校
・
旭
中
学
校
・
明

木
図
書
館

　

明
木
中
学
校
の
校
名
を
新
た
に
「
旭
中

学
校
」
と
改
称
し
、
老
朽
化
し
た
明
木
小

学
校
と
小
中
併
設
と
な
り
、
新
築
に
よ
り

開
校
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
木
児
童
ク
ラ
ブ
と
明
木
図
書

館
も
併
設
。
図
書
館
は
、
一
般
図
書
と
学

校
図
書
の
ス
ペ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
確
保

し
、相
互
に
共
有
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

【
整
備
内
容
】校
舎
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
２
階
建
て 

１
７
５
１
㎡
）、屋
内
運
動

３月
2016

場
（
鉄
骨
造
平
屋
建
て 

６
１
１
㎡
）、図

書
館
棟
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造 

４
７

７
㎡
）の
新
築
工
事
ほ
か

【
事
業
期
間
】平
成
25
〜
27
年
度

【
総
事
業
費
】９
億
７
１
９
９
万
円
（
う
ち

国
庫
補
助
３
億
９
０
０
５
万
円
、県
補
助

５
８
４
万
円
）

◆
大
井
小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場

　

連
携
教
育
の
強
化
の
た
め
、大
井
小
学

校
と
大
井
中
学
校
を
併
設
す
る
に
あ
た
り

中
学
校
校
舎
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、老

朽
化
し
た
屋
内
運
動
場
を
新
築
、児
童
ク

ラ
ブ
を
併
設
し
ま
し
た
。

【
工
事
内
容
】中
学
校
既
存
校
舎
改
修
、小

中
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
（
鉄
骨
造
平
屋

市
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
完
了

福
栄
小
学
校
、
明
木
小
学
校
・
旭
中
学
校
・
明
木
図
書
館
、

大
井
小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成

　

学
校
施
設
は
、子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、非
常
災
害
時
に
は
地
域
住

民
の
避
難
場
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
計
画
的
に
耐
震
化
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、平
成
27
年
度
末
で
、市
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
校
の
統
合
な
ど
に
よ
り
３
月
末
で
紫
福
小
学
校
と
福
川
小
学
校
、明
木
中
学
校

の
３
校
が
閉
校
と
な
り
、平
成
28
年
４
月
か
ら
新
た
に
福
栄
小
学
校
と
旭
中
学
校
の
２
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
に
合
わ
せ
て
校
舎
を
新
築
し
ま
し
た
。

大井小・中学校屋内運動場

建
て 

７
１
１
㎡
）

【
事
業
期
間
】平
成
26
〜
27
年
度

【
総
事
業
費
】２
億
５
３
４
０
万
円
（
う

ち
国
庫
補
助
６
１
４
２
万
円
、県
補
助

５
４
２
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
２
５
・
３
１
４
１
）

明木小学校・旭中学校

福栄小学校

明木図書館（一般図書コーナー）
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平成27年度に完了した主な事業
　

平
成
25
年
７
月
28
日
の
集
中
豪
雨
災
害

に
よ
り
、甚
大
な
被
害
を
受
け
た
萩
市
東

部
地
域
（
須
佐
・
田
万
川
地
域
）の
地
域

活
力
の
再
生
に
向
け
、少
子
化
・
定
住
対

策
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
、市
外
在

住
者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
世
帯
向
け
の

定
住
促
進
住
宅
「
う
み
か
ぜ
須
佐
住
宅
」

が
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、４
世
帯
14
人
の
方
が
市
外

か
ら
入
居
さ
れ
、地
域
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
整
備
内
容
】建
設
戸
数 

４
戸
、木
造
２
階

建
て
、延
床
面
積 

約
84
㎡
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

敷
地
面
積 

約
２
６
４
㎡

【
総
事
業
費
】９
１
０
０
万
円

■
問
い
合
わ
せ

災
害
復
興
局（
０
８
３
８
７
・６
・２
２
１
３
）

東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅

「
う
み
か
ぜ
須
佐
住
宅
」
が
完
成

　

旭
地
域
の
角す
も
う
ば

力
場
た
め
池
は
危
険
た
め

池
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
堤て
い
た
い体

の
老
朽
化

に
よ
る
漏
水
等
に
よ
り
崩
壊
の
危
険
が
あ

り
ま
し
た
。
決
壊
し
た
場
合
、
人
家
ま
た

は
国
道
２
６
２
号
に
直
接
被
害
が
お
よ
ぶ

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら

計
画
し
、
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

【
工
事
内
容
】
堤
体
、
取
水
・
排
水
施

設
の
改
修
（
堤
長
45
ｍ
、
計
画
貯
水
量

１
５
０
０
㎥
）

【
事
業
費
】
４
７
１
１
万
円
（
国
・
県
補

助 

４
２
３
９
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
３
）

うみかぜ須佐住宅

旭
地
域
の
老
朽
化
に
よ
る

危
険
た
め
池
の
改
修

３月
2016

３月
2016

３月
2016

　

萩
市
消
防
団
に
は
54
分
団
に
70
台
の

消
防
自
動
車
を
配
備
し
て
い
ま
す
が
、

毎
年
度
計
画
的
に
新
し
い
車
両
に
更
新

し
、
消
防
設
備
の
充
実
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
世
界
文
化
遺
産
の

構
成
資
産 

松
下
村
塾
を
受
け
持
ち
区

域
と
す
る
椿
東
第
１
分
団
に
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
１
台
配
備
し
ま
し
た
。

【
事
業
費
】
１
７
６
４
万
円

■
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課
（
２
５
・
２
７
８
０
）

消
防
自
動
車

を
配
備

椿東第１分団 消防ポンプ自動車

■
市
長
コ
ラ
ム
No.130

　

萩
を
訪
れ
ら
れ
る
観
光
客
か
ら
市

内
の
花
の
美
し
さ
に
驚
嘆
す
る
声
を

よ
く
聞
く
。
例
え
ば
、
笠
屋
の
梅

林
園
の
梅
、
萩
し
ー
ま
ー
と
側
の

河カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ

津
桜
、
萩
秋
芳
線
の
「
コ
ブ
シ
ロ

ー
ド
」
の
街
路
樹
の
コ
ブ
シ
。
特
に

後
者
の
コ
ブ
シ
は
、
今
年
は
見
事
に

咲
き
揃
い
、
開
花
の
日
持
ち
が
よ
か

っ
た
。
ま
た
後
背
地
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
等
の
他
の
花
木
と
も
重
な
り
、
そ

の
美
観
に
絶
賛
を
い
た
だ
い
た
。
萩

観
光
の
第
一
印
象
が
こ
れ
ら
の
花
の

美
し
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　

今
春
の
桜
の
開
花
に
間
に
合
う
よ

う
に
、
市
内
の
写
真
入
り
の
桜
の
名

所
案
内
パ
ン
プ
「
萩
の
桜
旅
」
が
作

成
さ
れ
、
萩
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
で
山
口
県
の
開

花
宣
言
は
、
下
関
の
桜
を
基
準
に
発

表
さ
れ
る
。
今
年
は
地
域
間
で
時
期

の
差
が
大
き
く
、
下
関
は
萩
よ
り
相

当
遅
れ
た
。
萩
で
は
椿
は
基
準
木
を

定
め
、
独
自
に
開
花
宣
言
を
行
う
。

今
後
、
梅
や
コ
ブ
シ
、
夏
み
か
ん
を

含
め
基
準
木
を
定
め
、
開
花
を
宣
言

で
き
な
い
か
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

だ
。
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ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
銅
像
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

　

３
月
23
日
、
萩
も
の
し
り
修
士
・
博
士
の

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
晋
作
会
連
合
会
に
所
属
す

る
皆
さ
ん
が
、
中
央
公
園
や
城
下
町
に
あ
る

銅
像
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
萩
ゆ
か
り
の
先
人
を
顕
彰
す

る
像
や
、
萩
市
出
身
の
彫
刻
家
長な
が
み
ね嶺

武た
け
し
ろ
う

四
郎

作
の
像
な
ど
、
多
く
の
銅
像
が
ま
ち
じ
ゅ
う

に
点
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
清
掃
し
た
銅
像

は
、
久
坂
玄げ
ん
ず
い瑞
進
撃
像
（
中
央
公
園
）、
高

杉
晋
作
立
志
像
（
晋
作
広
場
）、
毛
利
輝
元

公
像
（
萩
城
二
の
丸
跡
）
な
ど
７
体
で
す
。

銅
像
に
付
い
た
ゴ
ミ
や
コ
ケ
な
ど
を
手
作
業

で
念
入
り
に
落
と
し
た
後
、
ワ
ッ
ク
ス
を
か

け
て
磨
き
ま
し
た
。

ふ
ぐ
の
女
王「
真
ふ
ぐ
」の
味
覚
を
堪
能

　

３
月
13
日
、
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場
と

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
を
会
場
に
、「
萩
の

真
ふ
ぐ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

で
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
に
、
市
内
外
か
ら
約
１
万
５
０
０
０
人

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

萩
沖
で
水
揚
げ
さ
れ
る
、「
真
ふ
ぐ
」
は

３
月
か
ら
４
月
が
旬
。
開
始
前
か
ら
集
ま
っ

た
大
勢
の
来
場
者
が
、
刺
身
や
毒
を
取
り
除

い
た
「
み
が
き
」、「
真
ふ
ぐ
弁
当
」
な
ど
を

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
大
皿
に
盛

り
つ
け
ら
れ
た
刺
身
の
無
料
試
食
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
、
家
族
連
れ
や
観
光
客
な
ど
が

お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

大皿に盛りつけられた真ふぐの刺身久坂玄瑞進撃像

歴
史
の
道
を
踏
破
！
萩
往
還
ワ
ン
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

　

３
月
27
日
、
維
新
の
志
士
た
ち
も
駆
け
抜

け
た
歴
史
の
道
を
歩
く
「
萩
往
還
ワ
ン
デ
ー

ウ
オ
ー
ク
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
遠
く
は
東
京
都
か
ら

約
１
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
日
和
。
約
１
４
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
も
あ
り
、
参
加
者
は
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
佐
々
並
市
な
ど
、
江
戸
時

代
の
雰
囲
気
が
残
る
街
道
を
、
佐
々
並
コ
ー

ス
（
20
・
３
㎞
）
と
明
木
コ
ー
ス
（
11
・
３
㎞
）

の
２
つ
の
コ
ー
ス
で
、
か
つ
て
こ
こ
を
歩
い

た
維
新
の
志
士
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

中
央
公
園
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

萩
に
歴
女
が
集
結
！
幕
末
女
子
会
in
萩

　

３
月
20
日
、
幕
末
・
維
新
の
歴
史
を
愛
す

る
女
性
、
い
わ
ゆ
る
「
歴れ
き
じ
ょ女

」
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
、
通
常
の
観
光
で
は
体
験
出
来
な

い
特
別
な
萩
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
幕
末
女

子
会
in
萩
」
を
開
催
し
、
約
30
人
の
歴
女
が

集
結
し
ま
し
た
。

　

着
物
姿
の
参
加
者
は
、
萩
博
物
館
の
特

別
ガ
イ
ド
や
旧
城
下
町
を
巡
る
「
古
地
図

ウ
ォ
ー
ク
」、松
下
村
塾
で
の
講
義
な
ど
、
萩

の
幕
末
の
歴
史
を
堪
能
。
今
回
限
り
の
特
別

ラ
ン
チ
も
楽
し
み
、
最
後
は
有
備
館
で
野
村

市
長
の
特
別
講
義
で
歴
史
づ
く
し
の
一
日
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
新
し

い
萩
の
魅
力
を
発
見
し
た
と
好
評
で
し
た
。

萩・世界遺産ビジターセンター学び舎で、４月 30 日まで
の限定展示のリギッド・ギャラクシーを見学する参加者国登録有形文化財「落合の石橋」を渡る参加者
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萩
駅
本
屋
に「
登
録
鉄
道
文
化
財
」指
定
証
が
交
付

キ
ジ
ハ
タ
資
源
の
大
切
さ
を
絵
本
に

萩
の
地
酒
と
肴
を
堪
能  

萩
の
酒
ま
つ
り

　

地
酒
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
を
目
的
に
、新

酒
の
蔵
出
し
が
始
ま
る
時
期
に
あ
わ
せ
、22
回

目
と
な
る「
萩
の
酒
ま
つ
り
」が
、３
月
27
日
、

萩
本
陣
で
開
催
、約
２
２
０
人
の
萩
の
地
酒

フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
日
本
酒
は
全
国

的
に
売
り
上
げ
が
減
少
す
る
中
、萩
の
地
酒

は
各
種
鑑
評
会
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
「
や
き
も
の
・
ア
ー
ト 
Ｊジ

ビ
Ｉ
Ｂ

Ｉ
ＴタＡ
」
の
熊
く
ま
が
い谷
信の
ぶ
ち
か
力
さ
ん
に
よ
る
、
酒
器

の
楽
し
み
方
の
講
演
の
後
、
萩
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
酒
造
好
適
米
「
山
田
錦
」
の
産
地

の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
市

内
の
５
つ
の
蔵
元
の
新
酒
の
呑
み
比
べ
や
、

萩
の
旬
の
肴
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

酒器による味覚の違いを実感する参加者

［
後
列
左
か
ら
］一
木
清
久
キ
ジ
ハ
タ
種
苗
放
流
グ
ル
ー

プ
代
表
、中
村
哲
夫
教
育
長
、［
前
列
左
か
ら
］齋
藤
愛ま

な
み実

さ
ん
、岸き

し
ね根
琉り

ゅ
う生
さ
ん（
い
ず
れ
も
育
英
小
５
年
）

　

萩
駅
本ほ
ん
や屋
は
、大
正
14
年
の
開
業
当
時
の
姿

に
復
元
、保
存
さ
れ
て
お
り
、鉄
道
に
関
す
る
建

造
物
と
し
て
技
術
史
的
視
点
か
ら
鉄
道
の
発
展

に
お
け
る
重
要
な
成
果
を
示
し
て
い
ま
す
。ま

た
、萩
市
自
然
と
歴
史
の
展
示
館
と
し
て
公
開
、

市
の
観
光
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
20
年
10
月
に
「
登

録
鉄
道
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、３
月
22

日
に
指
定
証
が
萩
市
へ
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

鉄
道
文
化
財
と
は
、将
来
「
鉄
道
記
念
物
」

の
候
補
と
な
る
も
の
を
、そ
の
散
逸
を
防
ぎ
良

好
な
状
態
で
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
に

Ｊ
R
西
日
本
が
指
定
し
て
お
り
、萩
駅
本
屋
は

13
件
目
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

山元隆
り ゅ う じ

史（２年、堀内）

全国大会優勝おめでとう

萩商工高校少林寺拳法部

男
子
規
定
単
独
演
武

全
国
高
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

（
３
月
25
日
〜
27
日　

香
川
県
）

　

３
月
29
日
、
キ
ジ
ハ
タ
種
し
ゅ
び
ょ
う苗
放
流
グ
ル
ー
プ（
一い
ち
き木

清き
よ
ひ
さ久
代
表
）と
萩
市
立
育
英
小
学
校
の
児
童
に
よ
り
共

同
作
成
さ
れ
た
絵
本「
キ
ジ
ハ
タ（
あ
か
み
ず
）の
す
く
す

く
日
記
」が
、
萩
市
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
９
月
、
同
グ
ル
ー
プ
と
児
童
が
一
緒

に
種
苗
放
流
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現

し
た
も
の
で
、
キ
ジ
ハ
タ
資
源
の
大
切
さ
等
が
、
全
校

児
童
76
人
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
で
分
か
り
や
す

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。一
木
代
表
は
、「
地
域
の
自
然
、

海
の
大
切
さ
を
、
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

絵
本
は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
市
内
の
小
・
中

学
校
36
校
へ
寄
贈
し
ま
す
。

［左から］岡本達彦商工観光部理事、野村萩市長、
杉岡篤

あつし

JR 西日本広島支社長、淺
あ さ い

井昌
まさやす

容 JR 西日
本広島支社山口支店長



市報HAGI●2016（平成28）年４月15日号 6

職員の人事異動と組織・機構の改編

人④
内
閣
官
房
（
産
業
遺
産
の
世
界
遺
産
登

録
推
進
室
）　

１
人

⑤
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構　

１
人

⑥
公
益
社
団
法
人
萩
市
観
光
協
会　

１
人

⑦
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合　

１
人

⑧
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

１
人

組
織
・
機
構
の
改
編
等

１①
「
萩
の
創
生
」
に
向
け
た
組
織

全
体
の
総
合
調
整
力
の
強
化

　

政
策
や
事
業
の
情
報
の
共
有
化
、
迅
速

な
意
思
決
定
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、「
総

務
部
」
と
「
総
合
政
策
部
」
を
「
総
務
企

画
部
」
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
萩
市
の
主
要
政
策
の
実
施
に
向

け
た
調
整
役
と
し
て
、「
政
策
企
画
・
調
整
、

地
域
振
興
、
広
報
担
当
次
長
」
を
配
置
し

ま
し
た
。

　
　②

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運

営
の
推
進

　

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
、
公
民

館
活
動
と
い
っ
た
分
野
に
お
け
る
市
民
と

の
協
働
や
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支

援
・
推
進
す
る
た
め
、「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
部
」、「
萩
図
書
館
」、
総
合
政
策

部
内
の
「
市
民
活
動
推
進
課
」
を
統
合
し
、

「
市
民
活
動
推
進
部
」
に
改
編
し
ま
し
た
。

③
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
の

推
進
体
制
の
強
化

　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
を
よ
り
一

層
強
力
に
推
進
す
る
体
制
を
と
る
た
め
、

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
」
と
「
萩
博
物
館
」、

総
合
政
策
部
内
の「
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
」

を
統
合
し
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

部
」
に
改
編
し
ま
し
た
。

④
災
害
復
興
局
３
部
の
統
合

　

東
部
豪
雨
災
害
の
復
旧
に
向
け
た
市
所

管
事
業
に
つ
い
て
は
27
年
度
で
ほ
ぼ
完
了

し
ま
し
た
が
、引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
国
・

県
事
業
に
必
要
な
調
整
や
東
部
地
域
の
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

３
部
を
部
と
同
格
の
「
災
害
復
興
局
」
に

統
合
し
ま
し
た
。

⑤
本
格
化
し
た
旧
明
倫
小
学
校
整

備
に
向
け
た
体
制
強
化

　

明
治
維
新
１
５
０
年
の
記
念
事
業
と
位

置
づ
け
て
い
る
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地

（
旧
明
倫
小
学
校
）
保
存
整
備
事
業
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、企
画
政
策
課
に
「
萩
・

明
倫
学が
く
し
ゃ
舎
（
旧
明
倫
小
）
整
備
準
備
室
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

⑥
定
住
対
策
の
推
進

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

萩
市
が
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
定
住

対
策
を
よ
り
一
層
強
力
に
推
進
し
、
定
住

対
策
に
特
化
し
た
専
属
部
署
と
し
て
企
画

政
策
課
に
「
定
住
対
策
室
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

⑦
深
刻
化
す
る
交
通
対
策
を
総
合

的
に
対
応

　

近
年
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢

者
の
交
通
の
確
保
や
離
島
航
路
の
維
持
な

ど
の
公
共
交
通
の
課
題
に
総
合
的
に
取
り

組
む
た
め
、
商
工
振
興
課
に
「
公
共
交
通

政
策
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

部
長
級
に
１
人
、
部
次
長
級
に
１
人
、

課
長
級
に
１
人
を
登
用
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
28
年
度
の
係
長
級
以

上
の
女
性
の
登
用
状
況
は
、
28
・
４
％

（
27
年
度
は
28
％
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
意
識
改
革
を

図
る
た
め
、
次
の
関
係
機
関
へ
職
員
を
派

遣
し
ま
す
。

①
自
治
体
国
際
化
協
会　

１
人

②
山
口
県
東
京
営
業
本
部　

１
人

③
一
般
社
団
法
人
山
口
県
観
光
連
盟　

１

女
性
職
員
の
登
用

２

　市では、４月１日付で職員の異動を行いました。今回の異動の規模は、部長級22人、部次長級15人、課長級49人、課
長補佐級46人、係長級116人、主任以下108人の合計356人です。今回の異動の特色、職員数の増減は次のとおりです。

職
員
派
遣
等

３▼
議
会
事
務
局
長
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部

長
）
植
山
幸こ
う
ぞ
う三
▼
総
務
企
画
部
長
（
総

務
部
長
）
杉
山
寛ひ
ろ
た
だ校
▼
技
術
検
査
室
検

査
監
（
技
術
検
査
室
長
）
野
村
謙け
ん
じ司
▼
市

民
活
動
推
進
部
長
心
得
（
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
部
文
化
・
生
涯
学
習
課
長
）
児
玉

崇た
か
し

▼
市
民
部
理
事
（
消
防
本
部
消
防
次

長
）
髙こ
う
じ
ゅ壽
良
行
▼
保
健
福
祉
部
長
（
保

健
福
祉
部
次
長
）
板
井
昭あ
き
の
り憲

▼
農
林
水

産
部
長
（
市
民
部
次
長
）
阿
武
守
ま
も
る

▼
商

工
観
光
部
長
心
得
（
商
工
観
光
部
副
理

事
）
小こ
が
わ川
政ま
さ
の
り則
▼
商
工
観
光
部
理
事
〈
萩

市
観
光
協
会
へ
派
遣
〉（
商
工
観
光
部
長
）

岡
本
達
彦
▼
土
木
建
築
部
長
（
土
木
建
築

部
次
長
）
石
橋
丈た
け
お雄
▼
萩
博
物
館
長
（
総

合
政
策
部
長
）
田
中
裕
ゆ
た
か

▼
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
推
進
部
長
（
生
活
再
建
支
援
事
業

部
長
）
松
浦
好よ
し
ひ
ろ洋

▼
上
下
水
道
部
長
（
歴

史
ま
ち
づ
く
り
部
次
長
）
池
田
亮
あ
き
ら

▼
災

害
復
興
局
長（
産
業
再
生
事
業
部
統
括
官
）

人
事
異
動

市民病院・
診療所・消
防職員を除
いた職員数

全職員数

平成28年
4月1日 584人 858人

平成23年
4月1日 687人 945人

平成18年
4月1日 802人 1,036人
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所
次
長
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門
総
括
）
波は

だ

の
多
野
茂
し
げ
る

▼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長（
福
栄
総
合
事
務
所
次
長
）

藤ふ
じ
の野

昇
の
ぼ
る

▼
総
務
企
画
部
総
務
課
長（
総
務
部
財
政

課
長
）齋
藤
英ひ
で
き樹
▼
総
務
企
画
部
財
政
課

長（
総
務
部
財
産
管
理
課
長
）大
塚
喜よ
し
ひ
こ彦

▼
総
務
企
画
部
財
産
管
理
課
長（
総
務
部

財
産
管
理
課
長
補
佐
）田
中
秀ひ
で
と
し利

▼
総
務

企
画
部
財
産
管
理
課
主
幹（
総
務
部
財
産

管
理
課
長
補
佐
）松
田
健け
ん
い
ち一

▼
総
務
企
画

部
監
理
課
主
幹
（
教
育
委
員
会
事
務
局
総

務
課
長
補
佐
）
山
中
恭き
ょ
う
こ子
▼
総
務
企
画
部

企
画
政
策
課
主
幹
（
総
合
政
策
部
企
画
政

策
課
長
補
佐
）
香
川
信の
ぶ
よ
し善
▼
総
務
企
画
部

広
報
課
長
（
商
工
観
光
部
観
光
課
長
）
松

原
功よ
し
あ
き明

▼
総
務
企
画
部
情
報
政
策
課
長

（
市
民
部
課
税
課
長
補
佐
）
藤
田
克か
つ
の
り則

▼

見
島
支
所
長
（
農
林
水
産
部
農
林
振
興
課

長
補
佐
）古
谷
秀ひ
で
き樹
▼
大
島
出
張
所
長（
土

木
建
築
部
土
木
課
主
幹
）
石
井
智
さ
と
る

▼
三

見
出
張
所
長
（
上
下
水
道
部
水
道
業
務
課

長
補
佐
）
大
田
豊
ゆ
た
か

▼
技
術
検
査
室
統
括

検
査
官
（
都
市
基
盤
復
興
事
業
部
副
統
括

官
）
杉
山
清
き
よ
し

▼
市
民
活
動
推
進
部
文
化
・

生
涯
学
習
課
長
（
大
島
出
張
所
長
）
江
山

豊ゆ
た
か

▼
市
民
活
動
推
進
部
市
民
活
動
推
進

課
長
（
総
合
政
策
部
市
民
活
動
推
進
課
長

補
佐
）
植
村
正
た
だ
し

▼
保
健
福
祉
部
福
祉
支

援
課
長
（
総
合
政
策
部
市
民
活
動
推
進
課

福
島
盛も
り
お雄
▼
川
上
総
合
事
務
所
長
（
農
林

水
産
部
次
長
）
溝
部
美み

つ

え
津
枝
▼
田
万
川
総

合
事
務
所
長（
田
万
川
総
合
事
務
所
次
長
）

岩
本
泰や
す
あ
き晃

▼
む
つ
み
総
合
事
務
所
長
心

得
（
む
つ
み
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門

総
括
）
吉
松
泰や
す
ひ
ろ宏

▼
須
佐
総
合
事
務
所

長
（
須
佐
総
合
事
務
所
次
長
）
山
本
徹
と
お
る

▼
旭
総
合
事
務
所
長
（
旭
総
合
事
務
所
次

長
）
青
あ
お
み
ず水
勇い
さ
お夫
▼
福
栄
総
合
事
務
所
長
心

得
（
総
合
政
策
部
情
報
政
策
課
長
）
小
野

善よ
し
か
ず和

▼
会
計
管
理
者
（
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
部
長
）
中
野
恵け
い
こ子

▼
消
防
本
部
消

防
長
（
消
防
署
長
）
寺
川
清き
よ
み美

　
▼
総
務
企
画
部
次
長
〈
防
災
危
機
管
理
担

当
〉（
消
防
本
部
警
防
課
長
）
中
村
州く
に
み
つ光

▼
総
務
企
画
部
次
長
〈
政
策
企
画
・
調
整
、

地
域
振
興
、
広
報
担
当
〉（
総
務
部
次
長
）

柴
田
一
郎
▼
市
民
活
動
推
進
部
次
長
（
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
渡
邉
善よ
し
ゆ
き行

▼
萩

図
書
館
長
（
萩
図
書
館
副
館
長
）
江
山

規の
り
こ子
▼
市
民
部
次
長
（
市
民
部
課
税
課

長
）
恩
村
勝か
つ
み美
▼
保
健
福
祉
部
次
長
〈
福

祉
政
策
担
当
〉（
保
健
福
祉
部
次
長
〈
高

齢
者
支
援
担
当
〉）
横
山
倫つ
ぐ
の
ぶ展

▼
保
健
福

祉
部
次
長
〈
高
齢
者
支
援
担
当
〉（
生
活

再
建
支
援
事
業
部
統
括
官
）
岩
武
明め
い
じ司

▼

農
林
水
産
部
次
長
〈
水
産
担
当
〉（
農
林

水
産
部
水
産
課
長
）
下し
も

英ひ
で
き樹
▼
土
木
建
築

部
次
長
〈
建
築
担
当
〉（
土
木
建
築
部
建

築
課
長
）
須す
や
ま山
靖や
す
お夫
▼
む
つ
み
総
合
事
務

長
）
小こ

は
ら原
厚あ
つ
こ子
▼
市
民
病
院
診
療
部
医
局

医
長
（
市
民
病
院
診
療
部
医
局
医
員
）
中

村
武た
け
し史
▼
市
民
病
院
事
務
部
副
事
務
部
長

（
総
合
政
策
部
広
報
課
長
）
古
谷
勝か
つ
よ
し義

▼

農
林
水
産
部
農
林
振
興
課
長
（
農
林
水
産

部
農
林
振
興
課
主
幹
）
白
し
ら
が
み神

敦あ
つ
し司

▼
土
木

建
築
部
土
木
課
長
（
技
術
検
査
室
統
括
検

査
官
）
磯
村
良よ
し
ま
さ全
▼
土
木
建
築
部
土
木
課

主
幹
（
土
木
建
築
部
土
木
課
長
補
佐
）
齋

藤
浩こ
う
じ司
▼
土
木
建
築
部
建
築
課
主
幹
（
土

木
建
築
部
建
築
課
長
補
佐
）
井
町
哲て
つ
ひ
ろ博

▼
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
部
文
化
財

保
護
課
長（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
文
化
財

保
護
課
総
括
専
門
職
）大
お
お
つ
き槻
洋よ
う
じ二
▼
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
部
文
化
財
保
護
課
世

界
文
化
遺
産
室
長（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部

世
界
文
化
遺
産
課
長
）阿あ
ん
の武
宏
ひ
ろ
し

▼
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
部
都
市
計
画
課
主
幹

（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
文
化
財
保
護
課
主

幹
）山
下
芳よ
し
お夫

▼
む
つ
み
総
合
事
務
所
産

業
振
興
部
門
総
括
（
高
俣
支
所
長
）
松
中

邦く
に
お夫
▼
須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

総
括
（
産
業
再
生
事
業
部
統
括
官
補
佐
）

土
井
丈た
け
の
り典
▼
弥
富
支
所
長（
須
佐
総
合
事

務
所
市
民
窓
口
部
門
総
括
）西
川
則の
り
よ
し義

▼

佐
々
並
支
所
長（
旭
総
合
事
務
所
地
域
振

興
部
門
総
括
）野の
が
み上

英ひ
で
あ
き昭

▼
福
栄
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門
総
括
（
都
市
基
盤
復

興
事
業
部
主
幹
）
福
本
竜た
つ
や也
▼
監
査
委
員

事
務
局
長
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
笹
さ
さ
む
ら村
泰た
い
ぞ
う三
▼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
（
保
健
福
祉
部
福
祉
支

課長級以上で、本務に異動があった職員のみ掲載しています。
（　）内は旧所属、本務のみ表示しています。

援
課
長
）
鷲わ
し
づ頭
秀ひ
で
あ
き明
▼
消
防
本
部
総
務

課
長（
総
務
部
防
災
安
全
課
長
）
細
井
充
み
つ
る

▼
消
防
本
部
警
防
課
長
（
消
防
本
部
総
務

課
主
幹
）
野
原
和か
ず
ま
さ正
▼
消
防
本
部
予
防

課
長（
消
防
署
主
幹
）
阿あ
ん
の武
均
ひ
と
し

▼
消
防
署

長（
消
防
本
部
予
防
課
長
）
小
池
俊と
し
ひ
ろ博
▼

消
防
署
主
幹（
消
防
本
部
警
防
課
長
補
佐
）

礒
部
誠
ま
こ
と

▼
消
防
署
主
幹
（
消
防
本
部
警

防
課
長
補
佐
）
元
も
と
ざ
わ澤

慎し
ん
い
ち一

【
定
年
】
▼
藤
岡
敏と
し
ひ
こ
彦（
議
会
事
務
局
長
）

▼
山
本
章し
ょ
う
ぞ
う
三（
萩
博
物
館
長
）▼
平
田

幸こ
う
ぞ
う三（
萩
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
事
務

局
長
）▼
梅う
め
お尾

一か
ず
え恵（

保
健
福
祉
部
長
）▼

宮
本
英え
い
じ二（

保
健
福
祉
部
理
事
）▼
大
田

直な
お
ゆ
き志（

農
林
水
産
部
長
）▼
貞さ
だ
み
つ光

一か
ず
な
り

成（
農

林
水
産
部
理
事
）▼
佐
々
木
康や
す
の
り

典
（
土
木

建
築
部
長
）▼
佐さ
い
き伯
康や
す
お生（
上
下
水
道
部

長
）▼
水
津
信の
ぶ
は
る
治（
川
上
総
合
事
務
所
長
）

▼
椋
木
正ま
さ
の
り徳（
田
万
川
総
合
事
務
所
長
）

▼
岡
泰ひ
ろ
と
し俊（

む
つ
み
総
合
事
務
所
長
）▼

長
岡
健け
ん
じ二（

須
佐
総
合
事
務
所
長
）▼
弘ひ
ろ

健け
ん
す
け助（

旭
総
合
事
務
所
長
）▼
山
中
伸の
ぶ
ひ
こ彦

（
福
栄
総
合
事
務
所
長
）▼
田
中
隆た
か
し志（

会

計
管
理
者
）▼
森
田
直な
お
と人（

監
査
委
員
事
務

局
長
）▼
中
原
滝た
き
お雄（
消
防
本
部
消
防
長
）

▼
仁に

ほ保
鈴れ
い
こ子（
保
健
福
祉
部
次
長
）▼
阿あ
ん
の武

俊と
し
か
ず和（
農
林
水
産
部
次
長
）▼
弘
中
保や
す
た
か貴

（
見
島
支
所
長
）▼
浮う
き
さ
と里

史ふ
み
や也（

三
見
出
張

所
長
）▼
永な
が
や
す安

康や
す
こ子（

子
育
て
支
援
課
主

幹
）▼
藤
原
好よ
し
こ子（

子
育
て
支
援
課
主
幹
）

〈
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
〉

（
課
長
級
以
上
）
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民
健
康
保
険
大
島
診
療
所
長
）
▼
桑く
わ
ば
ら原

嘉よ
し
か
ず一（
市
民
病
院
医
局
整
形
外
科
長
）
▼

安あ
ん
ど
う藤
み
ゆ
き
（
市
民
病
院
医
局
循
環
器
科

長
）
▼
齊
藤
裕ひ
ろ
ゆ
き
之
（
市
民
病
院
医
局
総
合

診
療
科
長
）

▼
髙
山
厚あ
つ
し（

国
民
健
康
保
険
見
島
診
療
所

長〈
医
科
担
当
〉）▼
朝あ
さ
は
ら原

啓け
い
す
け

介
（
国
民
健

康
保
険
見
島
診
療
所
長〈
歯
科
担
当
〉）▼

篠
原
孝た
か
ひ
ろ
宏
（
国
民
健
康
保
険
大
島
診
療
所

長
）▼
内う
ち
の
う
み海
仁ひ
と
し志（
市
民
病
院
診
療
部
医

局
循
環
器
科
長
）▼
茶ち
ゃ
が
わ川
一か
ず
き樹
（
市
民
病

院
診
療
部
医
局
整
形
外
科
長
）

▼
水
野
均ひ

と
し（
川
上
総
合
事
務
所
産
業
振
興

部
門
主
幹
）▼
吉
田
満み
つ
る（
須
佐
公
民
館
長
）

▼
伊
藤
博ひ
ろ
し（

福
栄
総
合
事
務
所
産
業
振
興

部
門
総
括
）▼
前
田
義よ
し
ひ
ろ
博（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
）

【
早
期
退
職
】
▼
安
田
学ま
な
ぶ（
都
市
基
盤
復

興
事
業
部
統
括
官
）▼
林
美み

え恵（
市
民
部
市

民
課
主
幹
）
▼
奥
山
明あ
き
ら（

須
佐
総
合
事
務

所
産
業
振
興
部
門
総
括
）▼
品
川
和か
ず
し司（

弥

富
支
所
長
）
▼
金
子
吉よ
し
か
ね

兼
（
消
防
署
主
幹
）

【
自
己
都
合
】
▼
西
原
聡さ
と
し志

（
国
民
健
康

保
険
見
島
診
療
所
長〈
医
科
担
当
〉）▼

佃つ
く
だ

浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
国
民
健
康
保
険
見
島
診
療

所
長
〈
歯
科
担
当
〉）
▼
西
村
謙け
ん
ゆ
う
祐
（
国

（
課
長
級
以
上
）

看板を設置する野村萩市長と
水津俊

としお

男組合長

弥
富
地
区
で
高
齢
者
元
気
回
復

短
期
入
所
事
業
が
ス
タ
ー
ト

シ
リ
ー
ズ
②

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
近
年
、

病
後
の
服
薬
管
理
や
精
神
面
の
落
ち
込
み

等
に
よ
り
、
一
時
的
な
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
ペ
ー
ス
よ
り
早
く
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
萩
市
の
中
で
も
、
弥
富
地
区
は

平
成
28
年
２
月
末
現
在
で
、
高
齢
化
率
56

％
を
超
え
て
い
る
高
齢
化
先
進
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
（
萩
市
全
体
の
高
齢
化
率
は

約
39
％
）。

　

弥
富
地
区
に
み
ら
れ
る
高
齢
者
の
状
況

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
方
が
増
加
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

①
病
後
な
ど
で
服
薬
管
理
が
不
安
な
方

②
少
し
体
調
を
崩
し
た
と
き
に
、
不
意
に

精
神
的
な
弱
さ
が
出
て
不
安
に
な
る
方

③
腰
痛
な
ど
が
悪
化
し
、
食
事
の
準
備
が

で
き
な
い
方

④
隣
近
所
の
方
が
い
な
く
な
り
夜
に
な
る

複
合
施
設
や
ま
び
こ
で
開
催
さ
れ
た
「
高

齢
者
元
気
回
復
短
期
入
所
事
業
」
の
施
設

完
成
会
に
参
加
さ
れ
た
高
齢
者
の
声
で

す
。

　

平
成
27
年
の
秋
か
ら
福
祉
複
合
施
設
や

ま
び
こ
を
改
修
し
、
既
存
の
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
８
床
に
加
え
、
３
月
に
新
た
に
短
期

入
所
用
に
対
応
す
る
６
床
を
増
床
し
ま
し

た
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
一
時
的
に
在
宅
で

の
生
活
に
不
安
の
あ
る
、
弥
富
地
区
の
ひ

と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
、
短
期
間
の
施
設
入
所
に
よ
り
、
再
び

元
気
を
取
り
戻
し
、
自
宅
で
の
生
活
を
続

け
て
も
ら
う
こ
と
を
支
援
す
る
「
高
齢
者

元
気
回
復
短
期
入
所
事
業
」
を
４
月
か
ら

始
め
ま
し
た
。

やまびこ内の生活支援ハウス（共有スペース）
△総事業費　3,125万円

問い合わせ 高齢者支援課（２５・３１３７）

　

４
月
２
日
、む
つ
み
総
合
事
務
所
内
に

営
農
阿
中
統
括
事
務
所
が
開
所
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、総
合
事
務
所
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
有
効
利
用
す
る
も
の
で
、Ｊ
Ａ
の
施

設
が
公
共
施
設
に
入
る
の
は
県
内
で
は
初

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

む
つ
み
地
域
は
、
千
石
台
ダ
イ
コ
ン
や

山
口
あ
ぶ
ト
マ
ト
な
ど
、
県
内
で
も
ト
ッ

プ
の
出
荷
実
績
を
誇
る
な
ど
、
萩
の
農
業

の
中
心
地
の
一
つ
で
す
。
行
政
の
窓
口
と
農

業
を
推
進
す
る
Ｊ
Ａ
が
一
カ
所
と
な
る
こ

と
で
、
地
元
に
は
利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

む
つ
み
総
合
事
務
所
内
に

営
農
阿
中
統
括
事
務
所
が
開
所

　

Ｊ
Ａ
営
農
部
畜
産
課
も
合
わ
せ
て
移
転

し
、
12
月
に
は
購
買
店
舗
も
開
店
予
定
で

す
。
営
農
阿
中
統
括
事
務
所
に
は
、
営
農

指
導
員
６
人
、
連
携
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
１
人
な
ど
を
配
置
し
、
福
栄
、
む
つ

み
、
阿
武
町
福
賀
地
区
を
管
轄
し
ま
す
。

　将来、利用の可能性がある方は、弥富診療センターか
東地域包括支援センターで事前登録します。一時的な支
援が必要と考えられ、入所判定会議で入所が必要と判定
された場合、入所を勧め、原則１カ月以内の入所により元
気になって再び在宅生活が送れるよう支援するものです。
　弥富地区をモデルとした新たな取り組みにより、今ま
では健康の心配や病後の不安などにより、施設等に入所
していた方が、今後は住み慣れた地域で健康に暮らし続
けられるようになることが期待されます。

高齢者元気回復短期入所事業とは

と
不
安
に
な
る
方

◆
住
み
慣
れ
た
地
域

で
健
康
に
暮
ら
し
続

け
る
助
け
に

　
「
こ
ん
な
施
設
が
で
き
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
」。

３
月
26
日
、
弥
富
診
療
セ

ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
福
祉

シリーズ健康長寿のまちをめざして

〈
人
事
異
動
の
続
き
〉
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見どころ紹介⑥
第５章 工学教育の先駆者 吉田松陰

平成28年度

　平成 28 年度の萩市職員採用試験は、表のとおり実施する予定です。各職種の募集人数や試験科目等の詳細は、市
報で改めてお知らせします。なお、募集要項は、萩市ホームページからダウンロード、または請求により郵送します。

職　種 募集人数
（予定） 受験資格 募集期間 第１次試験 第２次試験 採用日

上級事務
上級土木

（大学卒）
8人程度 平成元年４月２日以降に生まれた方

（27歳以下）
6月1日

～6月25日 ７月24日（日） ８月下旬

平成29年
４月１日

初級事務
初級土木

（高校・短大卒）
若干名 平成７年４月２日以降に生まれた方

（21歳以下）
７月15日

～８月17日 ９月18日（日） 10月下旬

社会人経験者
（学歴不問） 3人程度

昭和56年４月２日以降に生まれた方
（35歳以下）で、民間企業等での職務経
験が５年以上ある方

７月15日
～８月17日 ９月18日（日） 10月下旬

保健師 若干名 平成元年４月２日以降に生まれた方
（27歳以下）

６月１日
～６月25日 ７月24日（日） ８月下旬

保育士 若干名 昭和61年４月２日以降に生まれた方
（30歳以下）

７月15日
～８月17日 ９月18日（日） 10月下旬

初級消防
（高校卒以上）
※大学卒も可

若干名 平成３年４月２日以降に生まれた方
（25歳以下）

７月15日
～８月17日 ９月18日（日） 10月下旬

文化財専門員 1人

昭和51年４月２日以降に生まれた方
（40歳以下）で、大学で考古学、歴史学、
文化財学のいずれかを履修し、埋蔵文
化財発掘調査経験が５年以上ある方

６月１日
～６月25日 ７月24日（日） ８月下旬

平成28年
10月１日

以降の着任
可能な日

市民病院看護師
（新卒のみ） 10人程度 昭和46年４月２日以降に生まれた方

（45歳以下） 未定 未定 ー 平成29年
４月１日

※満年齢は平成 29 年４月１日現在の年齢です。
※受験資格、募集期間等は変更する場合がありますので、各職種の「募集要項」を必ずご確認ください。
※上記以外に、市民病院看護師（有資格者）は随時募集しています。

問い合わせ
総務課（２５・１２３９）

　

第
５
章
で
は
、工
学
教
育
を
提
唱
し
た

吉
田
松
陰
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
五ご
だ
い
し
ゅ
う

大
州
を
周
遊
せ
ん
と
欲
す
」と
世
界

に
目
を
向
け
、「
鎖
国
」の
殻
を
内
側
か
ら

破
ろ
う
と
し
た
の
が
兵
学
者
吉
田
松
陰
で

す
。ア
メ
リ
カ
へ
の
密
航
は
失
敗
に
終
わ

り
ま
す
が
、ペ
リ
ー
は
、松
陰
と
そ
の
同
志

金
子
重し
げ
の
す
け

之
助
が
示
し
た
激
し
い
好
奇
心
に

目
を
見
張
り
、日
本
の
将
来
は
夢
と
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
絶
賛
し
、二
人

の
命
が
助
か
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

萩
で
松
下
村
塾
を
主
宰
し
た
松
陰
は
、

自
ら
が
影
響
を
受
け
た
「
海か
い
こ
く
ず
し

国
図
志
」

や
、繰
り
返
し
門
人
と
も
熟
読
し
た

「
坤こ
ん
よ
ず
し
き

輿
図
識
」と
い
っ
た
世
界
地
理
・
歴
史

書
な
ど
の
書
物
を
通
じ
て
学
ん
で
き
た
外

国
事
情
を
門
人
た
ち
に
熱
く
説
い
て
聞
か

せ
ま
し
た
。

　

欧
米
列
強
が
な
ぜ
強
大
な
軍
事
力
を
持

つ
に
至
っ
た
か
を
研
究
し
、技
術
者
の
育

成
こ
そ
が
重
要
だ
と
結
論
を
得
ま
す
。そ

の
上
で
、国
の
振
興
の
た
め
に
は
学
校
に

作
業
場
を
付
設
し
、藩
士
以
外
の
職
人
た

ち
に
も
門
戸
を
開
く
こ
と
が
必
要
だ
と
論

じ
ま
し
た
。松
陰
は
、わ
が
国
に
お
い
て
工

学
教
育
を
提
唱
し
た
先
駆
者
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
萩
・
世
界
遺
産
セ
ミ
ナ
ー

■
エ
ピ
ソ
ー
ド
３
「
恵え
び
す
が
は
な
ぞ
う
せ
ん

美
須
ヶ
鼻
造
船

所じ
ょ
あ
と跡

と
姥
う
ば
く
ら倉

運
河
」

■
と
き　

４
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
と
こ
ろ　

学
び
舎
シ
ア
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

■
講
師　

道
ど
う
さ
こ迫
真し
ん
ご吾
（
萩
博
物
館
主
任
学

芸
員
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
各
時
間
ま
で
に
会
場
に
集
合
。 

※
聴
講
に
は
入
館
券
が
必
要
で
す
。

◎
学
び
舎
で
萩
の
構
成
資
産
を

紹
介
し
た
冊
子
を
限
定
配
布
中

　

萩
の
５
つ
の
構
成
資
産
を
歴
史
資
料
か

ら
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
、カ
ラ
ー
限

定
版
の
冊
子
「
日
本
近
代
化
の
原
点
・
萩
」

を
、４
月
30
日
ま
で
の
限
定
で
入
館
者
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
萩
の

資
産
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
萩
産
業
遺
産
群
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
学
び
舎
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問い合わせ 企画政策課内 萩市世界遺産活用推進協議会（２５・
３１１７ 平日のみ）、萩市観光協会（２５・１７５０）

松陰が影響を受けた世界地理・
歴史書「海国図志」（萩図書館蔵）

萩市職員採用試験実施計画
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　阿武川ダム湖の湖面から四季折々に変化する壮大な自
然景観を眺める萩・長門峡観光遊覧船の運航が４月 23
日から始まります。川上地域に古くから残る地名や現存
する遺構等に由来する阿武川平家伝説についての船頭に
よるガイドが楽しめます。
■運航期間　

（春）４月 23 日～５月 22 日
（夏）７月 23 日～８月 21 日
（秋）10 月 29 日～ 11 月 27 日
■コース・運航時間　
▽佐

さ ざ れ

々連コース（約 50 分）午前９時、10 時、11 時、
正午、午後１時、２時、３時
▽重

じゅうべいいわ

塀岩コース（約 90 分）午前 10 時、正午、午後２
時
■発着場所　明

みょうじんとう

神島運動公園駐車場（川上）
■乗船料　【佐々連】大人 1,200 円、小学生以下 600
円【重塀岩】大人 2,000 円、小学生以下 600 円（３歳
未満は無料）
■問い合わせ　萩八景遊覧船（２１・７７０８）
萩・長門峡観光遊覧船（０９０・４１０４・４９２４）

須佐地域のイベント参
加者に須佐湾遊覧船の
割引券をプレゼント！

次のイベントの参加者
に、遊覧船割引券をプ
レゼントします。

須佐湾遊覧船5周年記念！
遊覧船＆体験セットプラン
の参加者募集！

運航初日に実施する
セットプランの参加者
を募集します。

須佐湾遊覧船５周年
４月24日から運航

須佐
地域

　須佐おもてなし協会では、ホルンフェルスや屏
びょうぶいわ

風岩な
ど須佐湾を周遊する須佐湾遊覧船を４月 24 日から運航
します。自然の雄大さや日本海の絶景を現役漁師とボラ
ンティアガイドが案内します。
■運航期間　４月 24 日～ 10 月末まで
※４月 24 日～５月８日の土・日曜日、祝日と夏休み期
間中の土・日曜日、祝日は定時運航。それ以外の期間は
予約により運航します。

【定時運航】▷出航時間　午前10時、10時30分、11時30
分、正午、午後１時、１時30分、２時30分、３時（１日８便）
※所要時間は約 60 分。
▷コース　観

かんのんいわ

音岩～ホルンフェルス、屏風岩（海
かいしょくどう

蝕洞）な
ど周遊
※海の状況、天候によりコース変更や運休あり。
▷発着場所　須佐漁港（JR 須佐駅から海側に 200 ｍ）
▷乗船料　大人1,800円、小学生以下900円（３歳未満無料）

【予約運航】大人５人以上の予約により運航、乗船希望
日の２日前までに要予約。
■問い合わせ　須佐おもてなし協会（０８３８７・６・２２１９）、
土・日曜日、祝日は、つわぶきの館（０８３８７・６・２２６６）

ゴールデンウィーク 萩のお出かけ情報

須佐焼ふれあいまつり
５月３日㊋・㊗〜４日㊌・㊗ 午前10時〜午後4時

ところ / 須佐大橋コミュニティ広場（ログハウス）
内容 / 須佐焼の展示販売など

ところ / 須佐駅前広場
内容 / 地元産農産物の販売など

須佐駅前交流イベント
５月３日㊋・㊗〜５日㊍・㊗ 午前９時30分〜午後３時30分

ところ / 須佐湾フィッシングパーク

子ども釣り体験
５月３日㊋・㊗〜５日㊍・㊗ 午前９時30分〜午後４時

エコキャン祭り
５月５日㊍・㊗　午前10時〜午後２時30分

４月24日㊐　午前９時30分〜午後３時

ところ / 須佐湾エコロジーキャンプ場
内容 / 石ころアート、ケビン宿泊券が当たるスリッパ
飛ばし大会など
　  須佐湾エコロジーキャンプ場（０８３８７・６・２７２７）

■集合場所　須佐湾遊覧船発着場
■内容　須佐湾遊覧、イカ飯づくり体験、海の幸昼食
など
■体験料　大人 2,800 円、小学生以下 1,800 円（昼
食代等を含む）
■募集人数　80 人
※遊覧船運航や体験プランの
詳しい情報は、須佐おもてな
し協会ホームページ（http://
kanko.susa.in/）をご覧くだ
さい。また、当日の運航状況
等は携帯サイト（遊覧船情報
掲示板）で確認できます。
■予約・問い合わせ
須佐おもてなし協会

（０８３８７・６・２２１９）、
土・日曜日、祝日は、つわ
ぶきの館（０８３８７・６・
２２６６）

川上
地域

萩・長門峡観光遊覧船
４月23日から春の運航

　 須佐おもてなし協会（０８３８７・６・２２１９）



市報HAGI●2016（平成28）年４月15日号11

ところ / 萩アクティビティパークカート場
内容 / サーキットコースがレンタルカートのみの走行
となる日で、初めての方も気軽に楽しめます。
　  萩アクティビティパークナチュラサーキット
　（５６・０１００）

見島島びらきまつり
５月３日（火・祝）　午前10時20分〜午後２時

ところ / こども広場周辺（本村定期船のりば隣）
内容 / うにめし、ぐべ汁、特産品販売など
　 見島支所内見島観光協会（２３・３３１１）

阿武川温泉公園まつり
５月３日（火・祝）　午前10時〜午後２時

ところ/萩阿武川温泉公園周辺
内容/特産品即売、各種出店、公演、お楽しみ抽選会など
　 川上総合事務所産業振興部門（５４・２１２１）

５月１日㊐〜５日㊍・㊗
午前９時〜午後５時30分

市民体育館
萩商工会議所（２５・３３３３）
萩焼まつり会場（２６・２５６０）

内容

　400 年の伝統を誇る萩焼。約 50 軒の萩焼窯元
や販売店が出店します。

萩焼即売会、萩焼ろくろ体験（１品 2,500 円、
送料別、会場で受付）、萩焼展示、器と花の

コラボレーション（萩焼の花器を使った生花展）、
テーブルコーディネート展、萩焼が当たるスクラッ
チ抽選、萩特産品販売（海産物等）、えびね蘭展示
販売、抹茶接待コーナー、飲食コーナーなど

萩焼
まつり

道の駅「萩・さんさん三見」春の感謝祭
５月３日（火・祝）〜５日（木・祝） 午前10時〜午後３時
ところ / 道の駅「萩・さんさん三見」
内容 / 特産品販売（野菜、海産物等）、▷4 日10：00 ～、
お米のすくいどり（100 円）▷5 日10：00 ～、お菓子
のすくいどり（子ども限定無料）
　 道の駅「萩・さんさん三見」（２７・００４１）

５月５日（木・祝）　午前９時〜午後３時
ところ / 道の駅「ゆとりパークたまがわ」
内容 / フラメンコ、よさこい、チェーンソーアート、
特産品販売など
　 ゆとりパークたまがわ（０８３８７・２・１１５０）

道の駅「ゆとりパークたまがわ」
つつじまつり

乳母の茶屋と周辺民家（明木市）

午前10時〜午後５時
（４日は午後４時まで）

　赤瓦の町並みと熟練の技が生み出した工芸品や絵
画、彫刻、音楽などが人と人との出会いを結びます。

伝統工芸品の展示販売、地域特産品の販売、
飲食コーナー、絵画・彫刻の展示、オカリナ

内容

萩往還工芸まつり実行委員会
（５５・０８１７）内村

技・
明木展

５月3日㊋・㊗〜４日㊌・㊗

等の演奏によるミニコンサート、萩往還ガイドの明
木市歴史案内など

子どもの日オールレンタルDay
５月５日（木・祝）　午前９時〜午後４時

萩城跡指月公園、旧厚狭毛利家
萩屋敷長屋、熊谷家住宅、旧久
保田家住宅

午前10時〜午後３時

観光課（２５・３１３９）

　萩焼とともに、古くから市民に親しまれている萩
の茶の湯文化を紹介。歴史ある建物で、お茶をゆっ
くりとお楽しみください。

献茶式（３日、午前９時 30 分～、指月公園）、
薄茶４席（表千家千萩会、裏千家淡交会萩支

内容

部、遠州流萩支部、小堀遠州流萩支部）の接待、琴・尺
八の演奏（指月公園）、生け花展（熊谷家住宅）など

【前売券】４席券 2,000 円、２席券 1,100 円
【当日券】１席券 600 円
茶券販売所／観光課、萩市観光協会、萩商工会議所、
萩温泉旅館協同組合

萩
大茶会

５月３日㊋・㊗〜４日㊌・㊗

萩往還
まつり
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萩の環境づくりは水洗化から

処理開始・水洗化のできる地域

萩

川内、山田の一部、椿の一部、椿
東（新川、無田ヶ原、後小畑の一
部、越ヶ浜）、大井湊、大井浦（浦、
後地、貞平、馬場上）、三見、三見
明石、大島

川上 山田、三徳

田万川 下田万、下小川鍋山、江崎、江崎
尾浦、下田万湊

むつみ 吉部、片俣、高佐、後井、吉部東
須佐 須佐
旭 佐々並市、明木市
福栄 紫福、福川

区　分 対　象 地　域 27年度の整備区域 28 年度の整備計画

集
合
処
理
方
式

①公共下水道事業 市街地 萩地域 山田、椿東地区
（管きょ布設工事） 山田、椿東地区（継続）

②特定環境保全
　公共下水道事業

都市計画区域外の規
模の小さな公共下水
道（排水人口 1 万人
以下）

須佐地域 整備済み

③漁業集落排水事業 漁業集落 萩・田万川地域 椿・大井地区の一部
※萩地域以外は整備
済み

椿・大井地区の一部
（継続）

④農業集落排水事業 農業集落 萩・川上・田万川・
むつみ・旭・福栄地域

⑤林業集落排水事業 林業集落 田万川地域 整備済み

個
別
処
理
方
式

⑥特定地域
　生活排水事業

集合処理方式の下水
道事業の計画外 萩・旭地域 整備済み

⑦個別排水事業 集合処理方式下水道
の周辺地域 田万川・むつみ地域 整備済み

⑧浄化槽設置整備事業 浄化槽を設置する個人に対して補助金を交付します（維持管理費用は個人負担）。
補助対象地域など浄化槽設置補助制度の概要は左ページをご参照ください。

　

市
で
は
、
美
し
い
自
然
と
市
民
の
快
適

な
生
活
環
境
を
守
り
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
下
水
道
事

業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
に
山
田
（
玉
江
１
区
）、椿
東
（
無

田
ヶ
原
）
の
工
事
を
進
め
、
処
理
開
始
区

域
が
拡
大
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
引

き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
認
可

区
域
が
椿
の
一
部
に
お
い
て
拡
大
し
、
平

成
28
年
度
は
、設
計
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
に
椿
南
の
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
大
井
の
大

井
浦
地
区
を
供
用
開
始
し
、
４
月
19
日
に

大
井
浦
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
大
井
、
椿
地

区
で
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

供
用
開
始
（
水
洗
化
で
き
る
状
態
）
に

な
っ
た
区
域
内
の
家
庭
で
は
、
供
用
開
始

の
日
か
ら
３
年（
個
別
排
水
事
業
は
１
年
）

以
内
に
汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
下
水
道
に
切
り
替
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
末
で
処
理
開
始
・
水
洗
化

で
き
る
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

下 水 道 の 整 備 状 況 と 計 画

下
水
道
事
業
の

整
備
状
況
と
計
画

集
合
処
理
方
式
下
水
道
の

供
用
開
始
区
域

水
洗
化
で
街
を
き
れ
い
に

　

市
内
各
地
域
で
、
下
水
道
整
備
の
た
め

の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。工
事
期
間
中
、

交
通
規
制
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課（
２
５
・
４
６
５
１
）

各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

お
願
い

※
汲
み
取
り
便
所
・
単
独
浄
化
槽
か
ら
水

洗
便
所
へ
の
改
造
に
は
、
市
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
（
制
度
の
詳
細
は

左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
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ＪＲ長門大井駅

大井出張所

大井浦浄化センター

　浄化槽を設置する専用住宅を新築する場合、または既
存の専用住宅に浄化槽を設置する場合、設置者（個人に
限る）に設置費用の一部を予算の範囲内で補助します。
※借家、集合住宅を除く。
■補助対象地域　次の区域を除く市内全域
①公共下水道の事業認可を受けた区域
②集落排水処理施設による処理予定区域
■申請方法　浄化槽工事業者が代行して行いますので、
希望される方は、業者まで申し出てください。

浄化槽設置補助制度

　市では、汲み取り便所を水洗便所に改造する際の改造資
金の融資をあっせんしています（合併浄化槽は対象外）。
■融資あっせん条件
▷供用開始区域となった日から３年以内に行う改造工事
であること
▷市税、下水道事業受益者負担金（分担金）、下水道使
用料を滞納していないこと
▷市内に居住する連帯保証人１人を有すること
■対象工事
　水洗便所改造工事（便器やその取り付けのための最小
限度内の内装および給水工事）、排水設備に伴う配管工
事（新築、増改築等は含まない）で現状復旧までのもの
■融資あっせん額　５万円以上 200万円以内
■融資条件　▷無利子▷償還回数は60回（５カ年）以内

市の融資
あっせん制度

５カ年の
無利子融資

新たに処理を開始した区域
平成27年度末に処理を開始した区域平成26年度までに処理を開始した区域

萩駅

東
萩
駅

指月山

●萩浄化センター

●
萩市役所

菊ヶ浜

鶴江台

松陰大橋

椿大橋

松本橋

玉江橋

常盤橋

橋本橋

玉江駅

至三見

玉江

松陰神社

無田ヶ原

椿東小学校

白水小学校

雁島橋

萩橋

駅駅江江江江玉江駅

●萩浄化センター

●
萩市役所

雁雁 橋橋

東萩駅

山田 玉江

萩駅

東
萩
駅

指月山

●萩浄化センター

●
萩市役所

菊ヶ浜

鶴江台

松陰大橋

椿大橋

松本橋

玉江橋

常盤橋

橋本橋

玉江駅

至三見

玉江

松陰神社

無田ヶ原

椿東小学校

白水小学校

雁島橋

萩橋

駅駅江江江江玉江駅

●萩浄化センター

●
萩市役所

雁雁 橋橋

東萩駅

椿東 無田ケ原

椿

青海

大屋

笠屋

河内

萩市民病院

椿南浄化センター

山陰道

梅林園

至
明
木

萩駅

市民体育館

椿 椿南

大井 大井浦大井浦浄化センター
【事業年度】平成 19 年～ 27 年度
【総事業費】８億 1,741 万円
　　　　　 （うち国庫補助 4 億 870 万円）
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こ
れ
ま
で
健
康
ガ
イ
ド
で
は
、「
救
急

車
を
呼
ぶ
前
に
（
平
成
27
年
11
月
15
日

号
）」
や
「
救
急
体
制
に
つ
い
て
」（
平
成

28
年
２
月
15
日
号
）
で
、
救
急
医
療
の
仕

組
み
や
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
応
急

的
な
診
療
を
担
当
し
て
い
る
休
日
診
療
所

の
立
場
か
ら
、「
こ
ん
な
時
は
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
」と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　

萩
市
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、
受

付
時
間
内
の
診
療
を
お
断
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
電
話
等
で
ご
相

な
状
態
や
、
一
刻
を
争
う
病
気
が
考
え
ら

れ
る
場
合
で
す
。「
急
に
起
こ
っ
た
、
激

し
い
○
○
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
萩
市
休
日
急
患
診
療
セ
ン

タ
ー
を
受
診
さ
れ
た
方
の
中
で
、
救
急
車

を
呼
ん
だ
方
が
良
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

症
状
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
自
分
で
歩
け
る

方
や
、
家
族
が
抱
え
て
連
れ
て
来
ら
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◦
急
に
顔
や
手
足
の
片
方
が
動
か
な
く
な

り
、
し
ゃ
べ
り
に
く
く
な
っ
た
→
脳
梗
塞

で
し
た

◦
急
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
激
し
い
頭
痛

が
起
き
た
→
ク
モ
膜
下
出
血
で
し
た

◦
こ
け
た
後
、
足
の
付
け
根
が
痛
く
て
動

け
な
く
な
っ
た
→
大
腿
骨
の
骨
折
で
し
た

◦
頭
を
打
っ
た
後
に
嘔
吐
し
、
ぐ
っ
た
り

し
て
い
た
→
脳
挫
傷
で
し
た

◦
タ
ン
が
つ
ま
っ
て
吐
き
出
せ
ず
息
苦
し

い
→
も
う
少
し
で
窒
息
す
る
と
こ
ろ
で
し

た◦
何
度
も
嘔
吐
し
、
下
痢
が
続
い
て
動
け

な
い
→
脱
水
症
で
し
た

◦
強
い
腹
痛
が
あ
り
一
人
で
歩
け
な
い
→

腸
閉
塞
で
し
た

◦
冷
や
汗
を
か
く
よ
う
な
突
然
の
胸
痛
→

心
筋
梗
塞
で
し
た

◦
殴
ら
れ
た
よ
う
な
ひ
ど
い
腰
痛
→
大
動

脈
解
離
で
し
た

　

他
に
も
、
救
急
車
を
要
請
す
べ
き
と
考

え
ら
れ
る
状
態
を
挙
げ
ま
す
。

◦
変
形
の
あ
る
明
ら
か
な
骨
折
や
、
骨
が

見
え
る
ほ
ど
の
傷

◦
腕
１
本
分
以
上
の
面
積
の
や
け
ど
。顔
・

関
節
・
陰
部
の
や
け
ど

◦
ひ
ど
い
出
血
の
あ
る
ケ
ガ

◦
物
が
刺
さ
っ
た
り
、
強
く
ぶ
つ
け
た
目

の
ケ
ガ

◦
意
識
が
お
か
し
い

◦
け
い
れ
ん
が
続
く

◦
息
が
苦
し
い

◦
強
い
衝
撃
の
あ
っ
た
交
通
事
故
。

◦
高
い
所
か
ら
落
ち
た

◦
お
ぼ
れ
た

◦
う
ん
ち
に
血
が
混
じ
る

◦
血
を
吐
く

◦
じ
ん
ま
し
ん
が
出
て
顔
色
が
悪
い

◦
食
べ
物
や
異
物
を
飲
み
込
み
、
息
が
苦

し
く
意
識
が
お
か
し
い

　

ま
た
、「
安
易
」
な
救
急
車
の
利
用
は

厳
禁
で
す
が
、
今
回
は
「
ぜ
ひ
救
急
車
を

要
請
し
て
ほ
し
い
」
症
状
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　

救
急
車
を
要
請
す
る
利
点
が
も
う
一
つ

あ
り
ま
す
。
救
急
隊
は
、
受
入
病
院
に
患

者
さ
ん
の
状
態
を
報
告
し
ま
す
。
病
院
の

救
急
担
当
医
は
病
気
や
重
症
度
を
想
定

し
、
準
備
し
て
患
者
さ
ん
の
到
着
を
待
ち

ま
す
。
必
要
な
場
合
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
要
請
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応
も
患
者

さ
ん
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
救
急
車
利

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
も
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
考
に
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
（http://w

w
w

.fdm
a.go.jp/

htm
l/life/kyuukyuusya_m

anual/
index.htm

l

）。

128

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

休日急患診療
センター長 兼 
川上診療所長

医師：佐久間 暢
の ぶ お

夫

こ
ん
な
時
は
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い

談
を
お
受
け
し
た
と

き
、「
救
急
病
院
を

受
診
す
る
べ
き
状
態

で
あ
る
」
と
職
員
が

判
断
し
た
場
合
に

は
、
救
急
車
を
呼
ぶ

こ
と
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。た
と
え
ば
、

当
セ
ン
タ
ー
で
対
応

で
き
な
い
専
門
的
な

医
療
が
す
ぐ
に
必
要
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○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
パ
イ
プ
）、Ｄ
Ｖ

Ｄ
ソ
フ
ト
、勉
強
机
、電
気
治
療
器

具
（
健
康
器
具
）、五
月
人
形
（
３

段
飾
り
）、ひ
な
人
形
（
５
段
飾

り
）、集
魚
灯
、折
り
た
た
み
ベ
ッ

ド
、萩
高
女
子
制
服
、ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
（
木
枠
）、ワ
ー
プ
ロ
（
富

士
通
）、プ
リ
ン
タ
ー
、オ
ー
デ
ィ

オ
コ
ン
ポ

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

冷
蔵
庫
（
１
ド
ア
か
２
ド
ア
）、

炊
飯
ジ
ャ
ー
（
５
合
炊
き
）、
着

物
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、
原
付
ス
ク
ー
タ
ー
、
三

輪
車

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
裂
き
織
り
講
座
「
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
ろ
う
」

■
と
き　

５
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
内
容　

古
布
を
編
ん
で
、
コ
ー

ス
タ
ー
を
作
る

■
定
員　

10
人

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
申
込
受
付
開
始
日　

４
月
15
日

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

地
籍
調
査
の
実
施

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地

籍
調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
次
の
地
区

で
地
籍
調
査
（
一
筆
地
調
査
）
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
実
施
地
区　

大
井
地
区
（
佐
々

古
）、
椿
東
地
区
（
松
本
市
）

■
地
籍
調
査
と
は　

法
務
局
の
土

地
登
記
簿
と
備
え
付
け
地
図
に
記

録
さ
れ
て
い
る
、
地
番
・
地
目
・

面
積
が
実
際
の
土
地
と
異
な
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
新
し
く
正
確
な

地
図
・
記
録
（
地
籍
図
・
地
籍
簿
）

を
作
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
３
５
８
６
）

ね
こ
の
飼
い
方
は
マ
ナ
ー

を
守
っ
て

　

ね
こ
の
屋
外
飼
養
や
野
良
ね
こ

へ
の
無
責
任
な
エ
サ
や
り
に
伴
う

フ
ン
尿
被
害
等
の
苦
情
が
依
然
と

し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
は
、
最
低
限
の
マ
ナ
ー

を
守
り
、
周
辺
環
境
に
も
常
に
気

を
配
る
よ
う
に
心
が
け
、
次
の
点

に
注
意
し
て
、
他
の
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ね
こ
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。

○
野
良
ね
こ
へ
の
無
責
任
な
エ
サ

や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
良
ね
こ
に
エ
サ
を
与
え
る
こ

と
は
、
ね
こ
の
増
加
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
フ
ン
尿
等
で
地
域

の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。
責
任
を
持
っ
て
飼
え
な
い
場

合
は
、
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
飼
い
ね
こ
は
、
屋
内
で
飼
う
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

病
気
の
感
染
防
止
や
不
慮
の
事

故
か
ら
ね
こ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

屋
内
で
飼
う
場
合
で
も
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
す
る
な
ど
繁
殖
制
限

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
己
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　

責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、

迷
い
ね
こ
の
発
見
を
容
易
に
す
る

た
め
、
首
輪
（
名
札
）
を
付
け
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
ね
こ
を
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん

　

や
む
を
得
ず
ね
こ
を
飼
え
な
く

な
り
、
新
た
な
飼
い
主
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
ね
こ
の

引
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

■
引
取
窓
口　

環
境
衛
生
課
、
各

総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

■
引
取
日
時　

平
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
持
ち
込
む
前
に
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
引
取
手
数
料

生
後
90
日
以
下
＝
４
０
０
円

生
後
90
日
を
超
え
る
＝
２
０
０
０

円
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
６
６
１
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
４
月
１
日
号（
24
ペ
ー
ジ
）

萩
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
募

集
の
講
師
の
お
名
前
に
、
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）中
川
賢け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
→
（
正
）木
原

賢
一
郎
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蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感

染
症
に
注
意

◎
ジ
カ
熱
等
の
蚊
媒
介
感
染
症
の

予
防

　

ジ
カ
熱
は
、
近
年
は
中
南
米
で

流
行
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
、
小
頭
症
の
新
生
児
が

増
え
て
お
り
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
と

の
関
連
が
示し

さ唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
カ
熱
等
の
蚊
を
介
し
た
感
染
症

は
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
対

策
が
大
切
で
す
。

◆
予
防
策
等

▽
妊
婦
の
方
の
流
行
地
へ
の
渡
航

は
控
え
、
や
む
を
得
ず
渡
航
す
る

場
合
は
、
主
治
医
と
相
談
し
、
厳

密
な
防
蚊
対
策
を
講
じ
る

▽
流
行
地
域
で
は
、
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
を
着
用
、
蚊
の
忌
避
剤
を
使

用
し
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

▽
蚊
が
多
く
発
生
す
る
夕
方
か
ら

夜
間
に
か
け
て
外
出
す
る
場
合

や
、
草
む
ら
な
ど
に
入
る
場
合
な

ど
は
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

◎
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
の
予
防

　

病
原
体
を
持
っ
た
マ
ダ
ニ
類
や

　

市
報
萩
平
成
28
年
１
月
15
日
号

で
紹
介
し
た
軽
自
動
車
税
の
税
率

に
つ
い
て
、
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
軽
四
輪
等
（
三
輪
・
四
輪

以
上
）
は
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い

グ
リ
ー
ン
化
特
例
対
象
車
の
適
用

期
限
を
一
年
間
延
長
し
ま
す
。

車　種

税　率（年　額）
　　　　　 　　　最初の新規検査年月日

重課税率：
最初の新規
検査から13
年経過（平
成28年度か
ら適用）

平成27年3
月31日以前 平成27年4月1日以降

現行税率 新税率
グリーン化特例（税率の軽減）

※取得の翌年度分に限る
①概ね75
％軽減

②概ね50
％軽減

③概ね25
％軽減

三　輪 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円 4,600円

四
輪
以
上

乗　用
営業用 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円   8,200円

自家用 7,200円10,800円 2,700円 5,400円 8,100円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円 6,000円

【グリーン化特例適用期間】
新規取得期間：平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日〔軽課年度：平成 28 年度〕
　　　　　　　平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日〔軽課年度：平成 29 年度〕
※グリーン化特例対象車
①電気自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
②乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成車
　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車
③乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準達成車
　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車
※②、③については、ガソリンを内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※重課税率対象外　
　電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の軽自動車および被けん引車。

軽自動車税（三輪・四輪以上）のグリーン化特例の一年間延長
■表1 軽自動車（三輪・四輪以上）の税表

ツ
ツ
ガ
ム
シ
類
に
咬
ま
れ
る
と
感

染
症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◆
ダ
ニ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

▽
咬
ま
れ
な
い
こ
と

▽
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
入
る
場

合
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を

完
全
に
覆
う
靴
を
着
用
し
肌
の
露

出
を
少
な
く
す
る

▽
帰
宅
後
は
、
す
ぐ
に
服
を
着
替

え
た
り
、
体
を
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い

流
す

▽
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
た
ら
で
き

る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
を
行
う

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
・
２
５
・
２
６
６
７
）

萩
夏
ま
つ
り
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

　

優
秀
作
品
１
点
を
チ
ラ
シ
等
に

採
用
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

■
作
品
例　
「
花
燃
え
て　

あ
つ

い
萩
の　

夏
ま
つ
り
」（
平
成
27

年
度
）

■
申
込
方
法　

５
月
31
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
２
点

以
上
の
応
募
可
）、
住
所
、
氏
名
、

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
中

（
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日
）
に
最
初
の
新
規
検

査
を
受
け
た
対
象
車
両
は
、
平
成

29
年
度
分
の
税
率
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　

車
両
の
種
類
や
、
登
録
日
な
ど

に
よ
り
適
用
さ
れ
る
税
率
が
表
１

の
と
お
り
異
な
り
ま
す
。

（
注
）
最
初
の
新
規
検
査
と
は
、

自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
初
度
検
査
年
月
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ

課
税
課
（
２
５
・
３
４
８
５
）
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藩
政
時
代
を
読
む
会

　

萩
藩
の
「
お
触
れ
書
」
な
ど
を

読
み
、
萩
城
下
の
社
会
・
生
活
・

文
化
な
ど
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

■
と
き　

５
月
〜
平
成
29
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
２
ま
た
は
第
３
火

曜
日
（
午
前
10
時
〜
正
午
）
の
計

10
回

※
第
１
回
目
は
、５
月
10
日
（
火
）

に
行
い
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

資
料
代
５
０
０
円
、

博
物
館
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
代
１

５
４
０
円
（
す
で
に
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
の
方
は
不
要
）

申
し
込
み

５
月
１
日
ま
で
に
、萩
博
物
館（
２

５
・
６
４
４
７
）
へ

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル

※
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
方
は
、

住
所
、
氏
名
を
公
表
し
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
７　

萩
市

東
田
町
19
‐
４　

萩
商
工
会
議

所
内
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
２
５
・
３
３
３
３
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
３
６
、
メ
ー
ル 

hagi-cci@
haginet.ne.jp

）

須
佐
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク

　

萩
市
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
し
て
い
る
須
佐
ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス
な
ど
を
ガ
イ
ド
と
一
緒

に
巡
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
ク
後
は
遊

覧
船
で
海
か
ら
須
佐
湾
の
絶
景
を

堪
能
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
28
日
（
土
）
午
前

10
時
10
分
〜
午
後
１
時
40
分

■
行
程　

須
佐
駅
（
集
合
）
→
須

佐
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
（
昼
食
）
→

バ
ス
で
移
動
→
須
佐
湾
遊
覧
船
乗

船
→
須
佐
駅

■
参
加
料　

２
５
０
０
円
（
保
険

代
、
遊
覧
船
運
賃
、
資
料
代
、
昼

食
弁
当
代
）

申
し
込
み

５
月
20
日
ま
で
に
、
観
光
課
（
２

５
・
３
１
３
９
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.hagi.lg.jp

/soshiki/51/h14004.htm
l

）

へ「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民
活
動

ね
っ
と
」
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
　

萩
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
結ゆ
い

」
を
拠
点
に
、
市
民
活
動
の

各
種
支
援
を
行
う
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人
程
度

■
勤
務
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
「
結
」（
西
田
町
）

■
業
務
内
容　

①
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
「
結
」
の
運
営
業
務
（
受
付
、

案
内
、
施
設
の
清
掃
・
整
理
等
）、

②
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
収

集
・
提
供
、
③
各
種
講
座
な
ど
の

企
画
・
運
営
、
④
会
報
誌
の
作
成

等
、
⑤
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
局
業

務■
応
募
資
格　

▽
市
内
在
住
の
方

で
市
民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
関

心
の
あ
る
意
欲
的
な
方
▽
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

の
で
き
る
方
▽
土
・
日
曜
日
、
祝

日
も
交
代
制
で
勤
務
が
可
能
な
方

■
勤
務
開
始
日　

５
月
12
日

■
勤
務
日
・
時
間　

週
３
〜
４
日

程
度
（
水
曜
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
45

分
（
１
日
７
時
間
勤
務
）

■
賃
金　

時
給
７
５
０
円

■
応
募
方
法　

４
月
25
日
ま
で

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
郵

送
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
６　

萩
市
西

田
町
５
番
地　

萩
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
内　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民

活
動
ね
っ
と
事
務
局（
２
４
・
０
１

６
１
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ち

は
る
え
ん
の
看
護
職
員

■
募
集
職
種　

看
護
職
員

■
採
用
予
定
人
数　

１
人

■
雇
用
形
態　

正
規
職
員

■
受
験
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
免
許

■
選
考
方
法　

面
接
（
随
時
）

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
４
‐
０
４
１
１　

萩
市
明

木
４
７
８
１　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ち
は
る
え
ん（
５
５
・
０
３
３

３
）

　

行
政
推
進
員
の
方
に
、
市
長
を

は
じ
め
各
部
長
、
総
合
事
務
所
長

な
ど
が
、
今
年
度
の
主
要
事
業
の

説
明
や
各
種
制
度
の
紹
介
な
ど
を

行
う
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
４
月
20
日
（
水
）
▽
む
つ
み
地

域 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
む

つ
み
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
福
栄
地
域 

午
後
１
時
〜
２
時

30
分
（
福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）

■
４
月
25
日
（
月
）
▽
川
上
地
域 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
旭
地
域 

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
旭
活
性

化
セ
ン
タ
ー
）

行政推進員集会を開催します

■
４
月
27
日
（
水
）
▽
田
万
川
地

域 

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
田

万
川
小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
）
▽
須

佐
地
域 

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

（
須
佐
公
民
館
）

■
４
月
28
日（
木
）▽
萩
地
域（
午

後
２
時
〜
３
時
30
分
（
市
民
館
小

ホ
ー
ル
）

　

６
月
の
島
し
ょ
部
か
ら
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
市
報
等
で
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
度
は
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
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県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の

欧
州
美
術
工
芸
界
を
風
靡
し
た

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
で
は
、ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
の
も
と
、
新
し

い
表
現
を
求
め
る
芸
術
家
た
ち
の

創
作
意
欲
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の

ガ
ラ
ス
工
芸
で
世
界
屈
指
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
美
術
館
所
蔵
品
か
ら
、
ガ

レ
や
ド
ー
ム
兄
弟
を
中
心
に
約

１
４
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

５
月
９
日
、23
日
、30

日
、６
月
13
日
の
い
ず
れ
も
月
曜

日◎
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク

　

講
師
に
よ
る
展
示
品
解
説
。

■
と
き　

４
月
23
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

２
階
展
示
室

■
講
師　

鈴
木
潔き
よ
し（
長
浜
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
館
長
）

※
観
覧
券
が
必
要
、
申
込
不
要
。

◎
萩
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

■
と
き　

４
月
23
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

講
座
室
（
84
席
）

■
講
師　

鈴
木
潔
（
長
浜
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
館
長
）

※
聴
講
無
料
、
申
込
不
要
。

◎
エ
ナ
メ
ル
絵
付
け
を
体
験
し
よ

う■
と
き　

５
月
７
日
（
土
）、６
月

４
日
（
土
）①
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
、②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
多
目
的
室

■
講
師　

き
ら
ら
ガ
ラ
ス
未
来
館

技
術
ス
タ
ッ
フ（
山
陽
小
野
田
市
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

各
回
16
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
３
８
０
円

■
申
込
方
法　

①
参
加
希
望
者
全

員
の
氏
名
・
年
齢
、②
代
表
者
の
住

所
・
日
中
に
連
絡
が
取
れ
る
電
話

番
号
、③
参
加
希
望
日
時
を
明
記

し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
４
・
２
４
０
３
）、

電
話
で
申
し
込
み

　
　

４
月
23
日（
土
）〜
６
月
19
日（
日
）

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
ガ
ラ
ス

特
別
展

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

手
話
学
習
初
心
者
を
対
象
に
開

催
し
、
修
了
者
に
は
市
が
「
萩
市

手
話
奉
仕
員
証
」を
発
行
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
28
日
〜
平
成
29
年

１
月
の
第
２
・
４
土
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ほ
か

■
内
容　

１
日
３
講
座
（
講
義
６

講
座
、
実
技
40
講
座
）
厚
生
労
働

省
手
話
通
訳
者
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
よ
る

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す（
２
４
・
５
８
５

８
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
５
５
１
１
）

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
参

加
者

　

視
力
障
が
い
者
に
つ
い
て
の
理

解
と
音
訳
技
術
の
習
得
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
〜
平
成
29
年
３
月

の
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
（
８
月

は
休
講
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
ま
た
は
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

音
訳
に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
と
応
用

■
対
象
者　

初
心
者
の
方
で
活
動

に
興
味
の
あ
る
方

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

４
月
30
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

藤
田
へ

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

５
月
19
日
（
木
）
午
後

１
時
40
分
〜
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
地
域
医
療
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
対
象
者　

身
体
障
が
い
者
手
帳

所
持
者
等

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

５
月
６
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

障
が
い
福
祉
係
（
２
５
・
３
５
２

３
）
へ

初
心
者
向
け
合
気
道
教
室

■
と
き　

５
月
８
日
（
日
）、
15

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
。

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

初
心
者
向
け
の
合
気
道

基
本
技
、
護
身
技
の
習
得

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

山
口
県
合
気
道
連
盟
師

範■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

５
月
５
日
ま
で
に
、
萩
市
合
気
道

協
会
事
務
局
（
０
９
０
・
７
１
２

５
・
９
２
７
１
）
中
原

萩は
ぎ
そ
う
び
か
い
て
ん

創
美
会
展

　

萩
市
や
近
郊
で
創
作
活
動
を
す

る
会
員
等
の
作
品
展
示
会
で
す
。

■
と
き　

４
月
22
日
（
金
）
〜
24
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

高
杉
晋
作
の
恋
文（
ラ
ブ
レ
タ
ー
）

特
別
展　

高
杉
晋
作
１
５
０
年
祭
記
念

４
月
14
日（
木
）〜
５
月
８
日（
日
）ま
で

　

高
杉
晋
作
が
没
し
１
５
０
年
目

と
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
山

口
県
初
公
開
と
な
る
慶
応
２
年

（
１
８
６
６
）
４
月
５
日
、
愛
人

う
の
宛
の
書
簡
を
は
じ
め
、
宮
内

庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る

「
木
戸
家
文
書
」
中
の

桂
小
五
郎
の
書
簡
を
展

示
し
ま
す
。

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
初
日
は
午
後
１
時
開
場
、
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

萩
創
美
会
員
や
一
般
公

募
作
品
（
油
彩
、
水
墨
画
、
陶
芸

作
品
等
）
約
50
点
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
創
美
会
（
０
８
３
７
・
２
２
・
３

０
０
６
）
和
田

春
の
コ
ラ
ボ
展
（
水
彩
画

展
・
生
け
花
展
）

　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
水
彩
画
教
室
と
生
け
花
柴
山

流
の
コ
ラ
ボ
鑑
賞
展
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き　

４
月
22
日
（
金
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
講
師　

寺
田
晴は
る
み美

（
水
彩
画
教

室
講
師
）、平
井
妃ひ

と

み
富
美
（
柴
山
流

い
け
花
教
室
講
師
）

■
観
覧
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

サ
ン
ラ
イ
フ
萩（

２
６
・
１
３
３
３
）

は
ぎ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

　

児
童
館
、
萩
わ
ん
ぱ
ー
く
、
中

央
公
園
を
会
場
に
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
と
き　

５
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
児
童
館
の
開
館
は
、
午
前
11
時

か
ら
で
す
。

■
と
こ
ろ　

児
童
館
、
萩
わ
ん
ぱ

ー
く
、
中
央
公
園

■
内
容　

シ
ー
バ
ル
ク
、お
手
玉
、

読
み
聞
か
せ
、
押
し
花
の
カ
ー
ド

づ
く
り
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ち
び
っ

こ
相
撲
大
会
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
内
容
を
一
部

変
更
し
て
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
博
「
こ
ど

も
広
場
」

■
と
き　

５
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
随

時
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
前
庭

■
内
容　

こ
ま
、
け
ん
玉
、
な
わ

と
び
、
フ
ラ
フ
ー
プ
、
シ
ャ
ボ
ン

玉
、タ
カ
ラ
貝
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
、

貝
細
工
ほ
か

■
参
加
料　

無
料
（
実
費
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

「
風
を
引
か
ぬ
よ
う
、

よ
う
じ
ん
か
ん
に
ょ
う

に
存
じ
ま
い
ら
せ
候
」

　

下
関
の
芸げ
い
ぎ妓

だ
っ
た

う
の
（
の
ち
谷た
に

梅ば
い

処し
ょ

）

に
は
、
仮
名
ま
じ
り
の

優
し
い
手
紙
を
書
き

送
っ
た
。

◆
図
録
の
発
行

▽
Ｂ
５
版
、
64
ペ
ー
ジ

▽
価
格　

１
０
０
０
円

（
税
込
）

▽
販
売
所　

萩
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ

△晋作墓前のうの（谷梅処）

△高杉晋作書簡うのあて（早稲田大学付属図書館蔵）

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

一
坂
太
郎
特
別
学
芸
員

が
展
示
解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
29
日（
金
・

祝
）午
後
１
時
30
分
〜
、５

月
１
日
（
日
）、５
月
４
日

（
水
・
祝
）、い
ず
れ
も
午

前
10
時
30
分
、午
後
１
時

30
分
〜
。

■
参
加
料　

無
料
（
た
だ

し
観
覧
料
が
必
要
）

※
開
始
時
間
の
５
分
前
に

企
画
展
示
室
入
口
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
事

務
局
ま
で
（
２
５
・
３
１
７
７
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員
募
集
中

　

あ
な
た
も
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
npom

achihaku.com

）

杵き
ね
や屋
邦く

に
と
し寿
三
味
線
ラ
イ
ブ

■
と
き　

５
月
15
日
（
日
）
午
後

７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

フ
ル
ー
ツ
ハ
ウ
ス
あ

ま
ぬ
ま
屋

■
内
容　

長
唄
の
三
味
線
ラ
イ
ブ

■
入
場
料　

３
０
０
０
円
（
当
日

３
５
０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
三み
お
と音
会
（
２
２
・
３
７
８
３
）

上
田

春
の
園
芸
展

○
盆
栽
展

■
と
き　

４
月
30
日
（
土
）
〜
５

月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

開催中〜5/15㊐
　こどもの読書週間特別展示
　「しかけ絵本展」

9:00〜 明木図書館

開催中〜5/31㊋
　明木図書館開館記念展示
　「松林桂月写真展
　　ーふるさとの風景の中でー」

9:00〜 明木図書館

19㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
20㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館

22㊎ ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館イラスト教室 15:30〜

23㊏ まなぼう館「布のおもちゃ・
えほん展」 〜5/15㊐ 9:30〜 須佐図書館

24㊐ 萩図書館ワークショップ
ペーパークラフト（定員10名） 13:30〜 萩図書館

27㊌
こどもの読書週間特別行事

「草の芽のおはなし会 パネル
 シアター」

15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：18㊊、20㊌、25㊊、29㊎
   　　　明木図書館：18㊊、25㊊、29㊎

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ

10:00〜むつみ環境改善セ
●のびのび会
●乳幼児相談（要予約）

毎週㊌
20 ㊌

10:00〜旭マルチメディアセ　あさひ健康運動教室26 ㊋
地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30〜弥富公民館

10:00〜田万川保セ
9:30〜須佐保セ

14:00〜須佐保セ

　弥富ウェルネス教室
　健康ちょきん教室
　元気もりもり体操会
　みんなの健康運動教室

18 ㊊
19 ㊋
21 ㊍
22 ㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667

20 ㊌
27 ㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜浜崎みんなの家
13:30〜大井公民館

13:30〜萩市保セ

11:00〜中央公園
10:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

13:30〜堀内公会堂

20 ㊌
21 ㊍

22 ㊎

26 ㊋
28 ㊍

●1歳6か月児健康診査
●10か月児相談
　浜崎タマちゃん体操会
　大井グッドヘルス
　こころの相談日（要予約）
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
　
　こころの相談日（要予約）
●5か月児相談
　堀内健康教室

16㊏ 萩阿武中学校春季体育大会（〜17日）　9:00〜市内各所
17㊐ 萩市民春季ソフトボール大会　8:20〜萩スポーツ広場

19㊋ 川上地域職域ソフトバレーボール大会　
19:00〜川上体育館

23㊏ 中国高等学校柔道大会山口県大会（〜24日）
9:00〜萩武道館

24㊐
萩市民春季ソフトボール大会（準決勝・決勝）

9:00〜萩スポーツ広場
萩市民春季バレーボール大会　　　9:00〜市民体育館

26㊋ 萩市グラウンドゴルフ大会　9:00〜萩スポーツ広場

29㊎ 萩市長杯ソフトテニス大会（中学校の部）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩市テニスコート

30㊏ 萩阿武中学校相撲大会　　　　　　9:00〜萩市相撲場

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
16㊏、23㊏ 
おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜

21㊍ ピヨピヨ「はじめましてピヨピヨ」 10:30〜11:30 

23㊏ 子ども図書館スタンプラリー
（子ども図書館） 〜5/12㊍ 9:00〜

28㊍ 子育て相談 10:30〜11:30

30㊏「ぴーかーぶー」のおはなし会
　　　　　　　　　　（子ども図書館） 14:30〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
19㊋、26㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○エール
○黒崎くんの言いなりになんてならない

○レヴェナント 蘇えりし者
○映画ドラえもん　新・のび太の日本誕生

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

上映中〜

4/16〜
4/22〜

4/23〜
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情報カレンダー日月火水木金土
1 2

43 6 7 8 9
12

18 19
10 14 15 1613
17 22 2321
11

25 26272824
20

5

29 30

※小児科は、27日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

17日㊐
24日㊐
29日㊎

［内（外）科］
［内（外）科］
［内（外）科］

齋藤（阿武町）
休日急患診療セ
休日急患診療セ

08388・2・2838
26・1397
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊏
○祝・世界遺産「萩〜春風の茶花展」 〜17日 （10:00〜/市民館小ホール）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

17㊐
 内科（外科）・歯科
休日急患診療センター（椿）26・1397

18㊊
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

19㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 藤原（土原） 22・0781

20㊌
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●萩・世界遺産セミナーエピソード3「恵美須ヶ鼻造船所跡と姥倉運河」 内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

（11:00〜、13:30〜/萩・世界遺産ビジターセンター学び舎）

21㊍
●行政相談 外科 めづき（土原） 22・2248

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 市原（塩屋町） 22・0184

22㊎
○萩創美会展 〜24日 （10:00〜/市民館小ホール）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

23㊏
○萩・長門峡観光遊覧船 運航開始 〜5/22 （9:00〜/明神島運動公園）外科 かわかみ（椿東） 21･7538
○県立萩美術館・浦上記念館「アール・ヌーヴォーのガラス」 〜6/19 内科 柳井（橋本町） 22・0748

（9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）

24㊐
○須佐湾遊覧船 運航開始 〜10/31 （10:00〜/須佐漁港） 内科（外科）・歯科
○わらび摘みフェスタ （10:00〜/夢る〜らる雲海）休日急患診療センター（椿）26・1397

25㊊
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 波多野（堀内） 25・2788

26㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/福栄農業担い手育成センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

27㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 全真会（玉江浦） 22・4106
　小児科 いわたに（椿東） 24・2100

28㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

29㊎
●春の園芸展（盆栽展） 〜5/1 （9:00〜/市民館小ホール） 内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

30㊏
外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 みやうち（椿） 25・2500

  1㊐
●萩焼まつり 〜5日 （9:00〜/市民体育館）
●はぎキッズパーク （10:30〜/児童館、萩わんぱーくほか）

2 ㊊

16→30日 日

4月
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■人の動き（平成28年3月末日）
人口／50,220人（前月比−248）
男／23,129人（前月比−129） 女／27,091人（前月比−119）
世帯数／23,959世帯（前月比−46） 出生／31人  死亡／54

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※３月16日～３月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi
表紙 子どもたちの健康を願い

今年も藍場川で流し雛
　「萩城下の古き雛たち」の最終日の４月３日、川島
の藍場川で「流し雛

ひな

」が行われました。子どもたちの
健やかな成長と無病息災を願い行われるもので、手
作りのひなを桟

さんだわら

俵に乗せ、藍場川に流されました。

　医者青木家に生まれ、江戸へ出て蘭学者坪
つぼ

井
い

信
しん

道
どう

ら
に入門。さらに天

てん

保
ぽう

8年（1837）に弟の研
けん

蔵
ぞう

（後に養子）
と長崎へ遊学します。
　天保10 年、萩藩主毛利敬

たかちか

親に藩医として召し抱え
られます。翌年、医学館（南

なん

苑
えん

医学所）の開設により蘭
学教授となり、オランダ語の原書を用いて講義を行い
ました。嘉

か

永
えい

2 年（1849）医学館会頭役となり、医学
館が好

こう

生
せい

館
かん

（後に好
こうせいどう

生堂）と改称されると医学教育の
刷新に努めます。嘉永4 年敬親の侍

じ

医
い

となり、その後
も、好生堂助教役や教諭役などを歴任し、西洋医学発展
や西洋兵学の紹介に尽力しました。
　英国人宣教師ウィリアム・ミュアヘッドが中国語で
著した「大英国志」の翻刻を命じられ、萩藩は文久元年

（1861）に「英国志」と改題して出版しました。
　養子の研蔵は、種痘の技術を初めて藩に持ち帰り、天
然痘の予防にも成功します。また、研蔵の養子、周

しゅうぞう

蔵は
ドイツに留学し、政治などを学び、明治７年（1873）
には最初の駐独公使となります。

青
あ お

 木
き

 周
しゅう

 弼
す け

西洋医学発展の功労者

【生没年】1803 年～ 1863 年（享和 3 ～文久 3）
【享　年】61 歳
【誕生地】周防国大島郡和田村（周防大島町）
【墓　所】栃木県那須塩原市（旧青木家那須別邸）

　今回から明治維新150 年に向けて、幕末維新期にさ
まざまな分野で活躍した萩の人物を紹介していきます。

［左］青木盛久さん

　４月２日、平成24 年から行われた史跡萩城城下
町に残る「青木周弼旧宅」の保存修理が完成し、一般
公開されました。ご子孫の青木盛

もりひさ

久元ペルー大使も
出席され、竣工セレモニーが行われました。

萩・幕末維新
人物ものがたり

１
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